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裏表紙

♥ このたびは、ヘルスジョガーをお買い上げいただきましてありがとうございます。  
♥ 安全に正しくお使いいただくため、ご使用前この取扱説明書を必ずお読みください。  
♥ 本書はいつもお手元においてご使用ください。 

 
♥ 本機は家庭用です。学校、スポーツジム等、不特定多数の方々がご利用になる場所ではご
使用にならないでください。 
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設置場所は、水平な堅い床の上に置き十分なスペースを取ってください。 
テレビ等電磁波の発生する機器より１メートル以上離れた所に置いてください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

図記号図記号図記号図記号のののの例例例例 

安全上安全上安全上安全上のごのごのごのご注意注意注意注意 お使いになる前によくお読みください 

▪ ここに示した警告サインと図記の例は、製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる人や、他の
人々への危害や財産の損害を未然に防止するためのものです。 

▪ 表示と意味は次のようになっています。 

 警告サイン 内  容 

警告 

警告 

誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示します。 

誤った取り扱いをすると、人が傷害
を負ったり物的損害☆の発生が想定
される内容を示します。 
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△記号は注意(警告を含む)を表示します。 
具体的な注意内容は、 
△の中や近くに文章や絵で示します。 
左図の場合は“感電注意”を示します。

�記号は禁止(してはいけないこと)を示します。
具体的な禁止内容は、 
�の中や近くに文章や絵で示します。 
左図の場合は“分解禁止”を示します。

�記号は強制(必ず守こと)を示します。 
具体的な強制内容は、 
�の中や近くに文章や絵で示します。 
左図の場合は“一般的な強制”を示します。

☆物的損害とは、家屋�家財および家畜�ペットに関わる
拡大損害を示します。 

�健康健康健康健康をををを害害害害することのないためにすることのないためにすることのないためにすることのないために必必必必ずずずず守守守守っていただきたいことっていただきたいことっていただきたいことっていただきたいこと 

  警告   注意 

本機は、健康な人を対象とした商品です。 
心臓病、高血圧症、糖尿病、呼吸器疾患、変
形性関節症、リウマチ、痛風、妊娠中のかた、
その他病気や障害のあるかた、リハビリを目
的とするかた必ず医師と相談のうえ使用して
ください。 
 
� 事故や体調不良をおこす原因となります。

運動中、身体に異常(めまい、冷や汗、吐き気、
脈拍の乱れ、動悸など)を感じたときは、ただ
ちに運動をやめてください。 
 
� 健康を害する恐れがあります。 

 

 

 運動前のウォーミングアップ、運動後のクー
ルダウンは必ずおこなってください。 
 
� 健康を害する恐れがあります。 

日頃、運動していないかたは、徐々に運動強
度を上げるようにしてください。 
 
� ケガや健康を害する恐れがあります。 

飲食後や疲労時、運動直後、または体力の状
態が平常でないときは、運動をおこなわない
でください。 
 
� 健康を害する恐れがあります。 

 

�本機本機本機本機をををを安全安全安全安全にににに使用使用使用使用していただくためにしていただくためにしていただくためにしていただくために必必必必ずずずず守守守守っていただきたいことっていただきたいことっていただきたいことっていただきたいこと 

  注意 

本機は、取扱説明書に従って正しく使用して
ください。 
 
� ケガをする恐れがあります。 

ベルトが一方に片寄ってきたり、はずれそう
になったときは、使用を中止し、ただちにベ
ルト調整ネジで調整してください。 
 
� ケガをする恐れがあります。 

 
 

  注意 

ご使用前に、ベルトに亀裂や摩擦などの変化
がないか、接地部のがたつきや、ハンドルな
どの接合部に異常がないか確認してから使用
してください。 
 
� 使用中に破損すると危険です。 

 
 

乗降する場合などにハンドルにもたれかから
ないように、注意してください。 
 
� 転倒やケガをする恐れがあります。 
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    注意 注意

運動運動運動運動にににに適適適適したしたしたした服装服装服装服装でででで使用使用使用使用してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。回転回転回転回転、、、、
駆動部駆動部駆動部駆動部にににに巻巻巻巻きききき込込込込まれるまれるまれるまれる恐恐恐恐れがあるためれがあるためれがあるためれがあるため、、、、ひもひもひもひも
類類類類のないのないのないのない服装服装服装服装にしてくださいにしてくださいにしてくださいにしてください。。。。 
 
� ケガをする恐れがあります。 
� 衣服を損傷する恐れがあります。 
 

本機本機本機本機はははは、、、、運動運動運動運動にににに適適適適したしたしたした靴靴靴靴をををを履履履履いていていていて使用使用使用使用してくしてくしてくしてく
ださいださいださいださい。。。。 
 
� ケガをする恐れがあります。 
 

トレーニングトレーニングトレーニングトレーニング中中中中はははは必必必必ずずずず安全安全安全安全キーキーキーキーをををを使用使用使用使用してくしてくしてくしてく
ださいださいださいださい。。。。 
 
� 事故を誘発する恐れがあります。 
 

ベルベルベルベルトトトト幅幅幅幅のののの中央中央中央中央をををを歩歩歩歩いてくださいいてくださいいてくださいいてください。。。。 
 
� ベルトの端や左右に片寄って歩くとベルト
の片寄りや摩耗、破損の原因となり、ケガ
をする恐れがあります。 

 

動動動動かないかないかないかない場合場合場合場合やややや異常異常異常異常をををを感感感感じたときはじたときはじたときはじたときは、、、、使用使用使用使用をををを
中止中止中止中止しししし、、、、電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを切切切切りりりり、、、、電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを
抜抜抜抜きききき、、、、本社本社本社本社おおおお客様客様客様客様サービスセンターサービスセンターサービスセンターサービスセンターへへへへ修理修理修理修理のののの
依頼依頼依頼依頼をしてくださいをしてくださいをしてくださいをしてください。。。。(電話番号電話番号電話番号電話番号 052-501-2577 ) 
 
� 発火したり、故障や事故の原因となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

最大使用体重最大使用体重最大使用体重最大使用体重はははは 110kgですですですです。。。。体重体重体重体重がががが 110kgをををを超超超超
えるかたはえるかたはえるかたはえるかたは使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 
 
� 使用中、破損する恐れがあります。 
� 安全装置が作動し、ベルトが急に停止する
恐れがあります。 

 

同時同時同時同時にににに 2人以上人以上人以上人以上でででで使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 
 
� ケガをする恐れがあります。 

本機本機本機本機はははは、、、、別別別別のののの用途用途用途用途にににに使用使用使用使用しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 
 
� ケガをする恐れがあります。 

走行中走行中走行中走行中、、、、歩行歩行歩行歩行デッキデッキデッキデッキにににに飛飛飛飛びびびび乗乗乗乗ったりったりったりったり、、、、飛飛飛飛びびびび降降降降
りたりしないでくださいりたりしないでくださいりたりしないでくださいりたりしないでください。。。。またまたまたまた、、、、トレーニントレーニントレーニントレーニン
ググググ中中中中にににに本機本機本機本機をををを動動動動かしたりかしたりかしたりかしたり、、、、周囲周囲周囲周囲のののの人人人人がががが使用者使用者使用者使用者
をををを押押押押したりしないでくださいしたりしないでくださいしたりしないでくださいしたりしないでください。。。。 
 
� 事故の誘発や転倒の恐れがあります。 
 

トレーニングトレーニングトレーニングトレーニング中中中中、、、、ベルトベルトベルトベルトのののの走行方向走行方向走行方向走行方向にににに対対対対しししし逆逆逆逆
方向方向方向方向につっぱったりにつっぱったりにつっぱったりにつっぱったり、、、、足足足足をひきずるようなをひきずるようなをひきずるようなをひきずるような歩歩歩歩
行行行行はしはしはしはしないでくださいないでくださいないでくださいないでください。。。。 
 
� ベルトに無理な力がかかり、安全装置が作
動し、ベルトが急に停止する恐れがありま
す。 

ベルトベルトベルトベルト調整中調整中調整中調整中ははははベルトベルトベルトベルトにににに触触触触れないでくだされないでくだされないでくだされないでくださ
いいいい。。。。 
 
� ケガをする恐れがあります。 

分解分解分解分解やややや修理修理修理修理、、、、改造改造改造改造をおこなわないでくださいをおこなわないでくださいをおこなわないでくださいをおこなわないでください。。。。  
� 発火したり、故障や事故の原因となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

�おおおお子様子様子様子様のののの事故事故事故事故ややややケガケガケガケガをををを防防防防ぐためにぐためにぐためにぐために必必必必ずずずず守守守守っていただきたいことっていただきたいことっていただきたいことっていただきたいこと 

    警告 警告 

開梱したときにでるビニール袋で遊ばないよ
うにしてください。 
 
� 窒息する恐れがあります。 

使用中、本機の周りにお子様近づけないでく
ださい。 
 
� ケガをする恐れがあります。 
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�設置設置設置設置やややや移動移動移動移動するときにするときにするときにするときに必必必必ずずずず守守守守っていただきたいことっていただきたいことっていただきたいことっていただきたいこと 
( テレビ等電磁波の発生する機器より１メートル以上離れた場所に設置してください。) 

  警告   注意 

水平水平水平水平なななな堅堅堅堅いいいい床床床床のののの上上上上にににに設置設置設置設置してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 
 
� 転倒してケガをする恐れがあります。 
� 本機が沈み込み、畳、じゅうたんにベルト
がすれて損傷したり、摩擦熱で発火、発煙
の恐れがあります。 

本機本機本機本機のののの下下下下にににに破破破破れにくくれにくくれにくくれにくく、、、、滑滑滑滑りにくいりにくいりにくいりにくいシートシートシートシートなななな
どをどをどをどを敷敷敷敷いてくださいいてくださいいてくださいいてください。。。。 
 
� 本機がシートの上で滑り、転倒してケガを
する恐れがあります。 

� 床面を傷つけたり、汚したりする恐れがあ
ります 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おおおお子様子様子様子様がががが保護者保護者保護者保護者のののの指導監督指導監督指導監督指導監督なしになしになしになしに勝手勝手勝手勝手にににに使用使用使用使用
しないようごしないようごしないようごしないようご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。 
 
� ケガをする恐れがあります。 

保護者保護者保護者保護者のかたはのかたはのかたはのかたは、、、、おおおお子様子様子様子様がががが本機本機本機本機でででで遊遊遊遊ばないよばないよばないよばないよ
うにごうにごうにごうにご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。 
 
� ケガをする恐れがあります。 

本機本機本機本機をををを使用使用使用使用しないときはしないときはしないときはしないときは、、、、おおおお子様子様子様子様がぶらさががぶらさががぶらさががぶらさが
ったりったりったりったり、、、、寄寄寄寄りかかったりしないようにりかかったりしないようにりかかったりしないようにりかかったりしないように注意注意注意注意しししし
てくださいてくださいてくださいてください。。。。 
 
� ケガをする恐れがあります。 

 
 

注意 

電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグやややや電源電源電源電源コードコードコードコードはははは濡濡濡濡れたりれたりれたりれたり燃燃燃燃えやすえやすえやすえやす
いいいい物物物物がががが近近近近くにないことをくにないことをくにないことをくにないことを確認確認確認確認してしてしてして使用使用使用使用してくしてくしてくしてく
ださいださいださいださい。。。。 
 
� 感電、発火の原因になります。 

歩行歩行歩行歩行デッキデッキデッキデッキをををを折折折折りたたむときやりたたむときやりたたむときやりたたむときや倒倒倒倒すときはすときはすときはすときは、、、、
電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを抜抜抜抜いてくださいいてくださいいてくださいいてください。。。。 
 
� 事故の誘発やケガをする恐れがあります。

  注意 

 
 
 
 
 
 
 

ベルトベルトベルトベルト面面面面がががが直射日光直射日光直射日光直射日光にあたるにあたるにあたるにあたる場所場所場所場所やややや、、、、高温高温高温高温のののの
場所場所場所場所にはにはにはには設置設置設置設置しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 
� ベルト劣化の原因になります. 
･カバー等が変形することがあります。 
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乗乗乗乗りりりり降降降降りやりやりやりや運動運動運動運動にににに十分十分十分十分ななななスペーススペーススペーススペースをををを確保確保確保確保してしてしてして
くださいくださいくださいください。。。。 
 
� 事故の誘発や転倒の恐れがあります。 

表示表示表示表示ユニットユニットユニットユニットをををを取取取取りりりり付付付付けているけているけているけている固定用固定用固定用固定用ネジネジネジネジやややや
スタンドスタンドスタンドスタンドのののの取取取取りりりり付付付付けけけけネジネジネジネジがががが確実確実確実確実にににに取取取取りりりり付付付付けがけがけがけが
できているかできているかできているかできているか、、、、またまたまたまた、、、、調整部調整部調整部調整部がががが適切適切適切適切にににに調整調整調整調整ささささ
れているかれているかれているかれているか、、、、必必必必ずずずず確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 
 
� ネジがゆるんだまま本機を使用すると、ケ
ガをする恐れがあります。 

設置設置設置設置やややや移動移動移動移動するときはするときはするときはするときは、、、、電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを抜抜抜抜いていていていて
くださいくださいくださいください。。。。 
 
� 感電する恐れがあります。 
� 事故の誘発やケガをする恐れがあります。

歩行歩行歩行歩行デッキデッキデッキデッキをををを折折折折りたりたりたりたたむときやたむときやたむときやたむときや倒倒倒倒すときはすときはすときはすときは必必必必
ずずずずデッキデッキデッキデッキのののの後後後後をもってくださいをもってくださいをもってくださいをもってください。。。。 
 
� 事故の誘発やケガをする恐れがあります。

移動時移動時移動時移動時にはにはにはには、、、、歩行歩行歩行歩行デッキデッキデッキデッキがががが折折折折りたたみりたたみりたたみりたたみ止止止止めめめめ具具具具
でしっかりとでしっかりとでしっかりとでしっかりと固定固定固定固定されてされてされてされていることをいることをいることをいることを確認確認確認確認してしてしてして
くださいくださいくださいください。。。。 
 
� 転倒やケガの恐れがあります。 

本機本機本機本機をををを手前手前手前手前にににに傾傾傾傾げるときはげるときはげるときはげるときは、、、、ハンドルハンドルハンドルハンドルのののの手前手前手前手前
湾曲部湾曲部湾曲部湾曲部をををを持持持持ってくださいってくださいってくださいってください。。。。 
 
� 歩行デッキが手前に動き指を挟んでケガを
する恐れがあります。 

本機本機本機本機はははは重量物重量物重量物重量物であるためであるためであるためであるため、、、、無理無理無理無理なななな姿勢姿勢姿勢姿勢でででで持持持持ちちちち
上上上上げたりげたりげたりげたり、、、、支支支支えたりしないでくださいえたりしないでくださいえたりしないでくださいえたりしないでください。。。。 
 
� 腰痛やケガの恐れがあります。 

屋外屋外屋外屋外やややや浴室付近浴室付近浴室付近浴室付近、、、、湿気湿気湿気湿気ややややホコリホコリホコリホコリのののの多多多多いところいところいところいところ、、、、
水滴水滴水滴水滴などがかかるなどがかかるなどがかかるなどがかかる場所場所場所場所にはにはにはには設置設置設置設置したりしたりしたりしたり保管保管保管保管しししし
たりないでくださたりないでくださたりないでくださたりないでくださいいいい。。。。 
 
� 感電する恐れがあります。 
� さびが発生したり故障の原因になる恐れが
あります。 
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  注意 

警告

電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを濡濡濡濡れたれたれたれた手手手手でででで抜抜抜抜きききき差差差差ししないししないししないししない
でくださいでくださいでくださいでください。。。。 
 
� 感電やケガをする恐れがあります。 

電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグははははホコリホコリホコリホコリをををを拭拭拭拭きとりきとりきとりきとり、、、、コンセントコンセントコンセントコンセント
にしっかりにしっかりにしっかりにしっかり根元根元根元根元までまでまでまで差差差差しししし込込込込んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。 
 
� 感電、ショート、発火の原因になります。 
� 使用中に電源プラグが抜けると急にベルト
が停止し、ケガをする恐れがあります。 

使使使使用後用後用後用後はははは電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを切切切切りりりり、、、、使用時以外使用時以外使用時以外使用時以外はははは
電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグををををコンセントコンセントコンセントコンセントからからからから抜抜抜抜いてくださいてくださいてくださいてくださ
いいいい。。。。 
 
� 事故やトラブルにつながる恐れがありま
す。 

電源電源電源電源はははは必必必必ずずずず交流交流交流交流 100V/15A使用使用使用使用してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 
 
� 火災や感電の原因になります。 
 

電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを引引引引きききき抜抜抜抜くときはくときはくときはくときは電源電源電源電源コードコードコードコードをををを持持持持
たずたずたずたず、、、、必必必必ずずずず電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを持持持持ってってってって引引引引きききき抜抜抜抜いてくいてくいてくいてく
ださいださいださいださい。。。。 
 
� 電源コードが断線やショートして火災や感
電の原因になります。 

アースアースアースアースはははは確実確実確実確実にににに取取取取りりりり付付付付けてくださいけてくださいけてくださいけてください。。。。またまたまたまた、、、、
ガスガスガスガス管管管管やややや水道管水道管水道管水道管にはにはにはには絶対絶対絶対絶対ににににアースアースアースアース線線線線をををを接続接続接続接続しししし
ないでくださいないでくださいないでくださいないでください。。。。アースアースアースアース線線線線をををを接続接続接続接続するときはするときはするときはするときは
電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグををををコンセントコンセントコンセントコンセントからからからから抜抜抜抜いてくださいてくださいてくださいてくださ
いいいい。。。。 
 
� 静電気や故障のときの感電防止のために、
アースは必ず取り付けてください。アース
の取り付けは、お買い上げの販売店、電気
工事店へご相談ください。 
(取り付け工事は有料です) 

 

�電源電源電源電源のののの取取取取りりりり扱扱扱扱いについていについていについていについて必必必必ずずずず守守守守っていただきたいことっていただきたいことっていただきたいことっていただきたいこと 

� 本機を火気あるいは熱源の近くに保管しないでくださ
い。 

� 本機の表示ユニットは精密な電子部品でできていま
す。移動するときなどに衝撃を与えたり振動の加わる
場所での使用は避けてください。 
(動作が不安定になったり破損する場合があります。) 
 

� 本機の使用環境温度は+10~+35℃です。 
この温度範囲外での使用は避けてください。 
( 故障の原因になります。) 

 
� 運動中は、たばこをすわないでください。 
 
� 歩行デッキやベルトのすきまなどに異物を入れないで
ください。特にお子様のいるご家庭は注意してくださ
い。( 異物が入ったままで使用すると故障の原因にな
ります。) 

 

� 本機を廃棄するときはお住まいの市区町村の指導に
従って処分してください。 

 ( 環境汚染の恐れがあります。) 
 

4

注意

タコタコタコタコ足配線足配線足配線足配線はははは、、、、しないでくださいしないでくださいしないでくださいしないでください。。。。 
 
� 火災や感電の原因になります。 
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本体 
1台 

#04001FH01G 

コントロールユニット
1個 

#04001FH34 

前手スリ 
1本 

#04001FH03G 

手スリ 
2本 

#04001FH04G 

ネジ 
4本 

#04001FH05 

フットパッド 
4個 

#04001FH11 

スタンド 
1本 

#04001FH10G 

6mmスプリングワッシャー 
2枚 

#04001FH09 

10mmスプリングワッシャー
8枚 

#04001FH08 

6mmボルト 
2本 

#04001FH07 

10mmボルト 
8本 

#04001FH06 

キャプ 
2個 

#04001FH27 

ヒューズ 
1本 

#04001FH16 

角度切替脚 
2個 

#04001FH12 

レンチ 
1本 

#04001FH13 

L型レンチ 
1本 

#04001FH14 

安全キー 
1個 

#04001FH15 

キャプ 
2個 

#04001FH28 

250ccシリコンスプレー 
1本 

#04001FH30 

移動用車輪 
2個 

#04001FH31 

ロッククリップ 
1セット 

#04001FH32 

商品内容商品内容商品内容商品内容をををを確認確認確認確認してくださいしてくださいしてくださいしてください 

( 取付済取付済取付済取付済 ) 

#1 #2 #3

1 

#4 #5 

#6 #8#7 #9 #10 

#17 

#15 #14#13#12 #11 

#16 

#21 

#18 #19 #20 ( 取付済取付済取付済取付済 ) ( 取付済取付済取付済取付済 ) ( 取付済取付済取付済取付済 ) 

( 取付済取付済取付済取付済 ) 

( 取付済取付済取付済取付済 ) 

( 取付済取付済取付済取付済 ) 

プラスチックのぶ
2個 

#04001FH33 

#22 
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走行走行走行走行ベルトベルトベルトベルトのののの寿命寿命寿命寿命についてについてについてについて 
走行ベルトは消耗品です。 
ご使用になるうちに徐々にベルトの裏面などが消耗(劣化)します。
消耗するとベルトと歩行デッキの摩擦が大きくなり、モーターにか
かる負荷が増えて、安全装置が作動しやすくなりベルトが停止しま
す。そのような場合には、ベルトのお取り替え(有償)をおすすめし
ます。お取り替えはそれほど難しくありません。  
出張修理となりますと、交換部品代のほかに作業技術など諸経費が
必要です。 

コントロールユニット

安全キー

前手スリ

クリップ

手スリ 

支柱 

モーターカバー

サイドレール

ベルト調整ネジ

走行ベルト
( 歩行部 ) 

角度切替脚 

移動用車輪 

スダンド 

電源コード�アース付 電源スイッチ ブレーカー 

歩行歩行歩行歩行デッキデッキデッキデッキのののの前面前面前面前面  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

組組組組みみみみ立立立立てるてるてるてる 
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段ボール箱に入っている付属品を取り出します。 
 
� カッターナイフなどでケガをしないように注意し
てください。 

(大人二人大人二人大人二人大人二人でででで組組組組みみみみ立立立立ててくださいててくださいててくださいててください) 

� 設置設置設置設置にににに十分十分十分十分ななななスペーススペーススペーススペースをををを確保確保確保確保してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 
� 水平水平水平水平なななな堅堅堅堅いいいい床床床床にににに設置設置設置設置してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 
� 床面床面床面床面をををを傷傷傷傷つけたりつけたりつけたりつけたり、、、、汚汚汚汚さないようにさないようにさないようにさないように、、、、滑滑滑滑りにくくりにくくりにくくりにくく破破破破れにくいれにくいれにくいれにくいシートシートシートシートなどなどなどなどをををを敷敷敷敷いてくださいいてくださいいてくださいいてください。。。。 
� 本体本体本体本体がががが重重重重いのでいのでいのでいので２２２２人以上人以上人以上人以上でででで組組組組みみみみ立立立立ててくださいててくださいててくださいててください。。。。 
 
�� 電源電源電源電源コードコードコードコードはははは約約約約 1.8mですですですです。。。。電源電源電源電源はははは必必必必ずずずず交流交流交流交流 100V15A使用使用使用使用しししし、、、、タコタコタコタコ足配線足配線足配線足配線はしないでくださいはしないでくださいはしないでくださいはしないでください。。。。

�本体本体本体本体をををを組組組組みみみみ立立立立てるてるてるてる 

1 付属品付属品付属品付属品をををを取取取取りりりり出出出出すすすす 

2 両側両側両側両側のののの緩衝材緩衝材緩衝材緩衝材をはずすをはずすをはずすをはずす 
そのまま持ち上げ、もう片方の手で緩衝材を取りは
ずします。（ この緩衝材スタンド取付時の台として
使用します。） 
 
� 取りはずした緩衝材、段ボールなどは廃棄してく
ださい。廃棄方法はお住まいの市区町村の指導に
従ってください。 

3 スタンドスタンドスタンドスタンド取付取付取付取付けけけけ 
スタンド取付用台を図のようにして本体前方より約
40cmの下に入れます。 

4 スタンドスタンドスタンドスタンドをををを本体本体本体本体にににに取付取付取付取付けるけるけるける 
� 移動用車輪が下になるようにスタンドを持ちます。 
� ＃１３レンチを使って、スタンドの左２ヶ所、右２ヶ
所合計４ヶ所を＃６のボルトに＃８のスプリングワッ
シャーを入れしっかりと固定します。 

5 スタンドスタンドスタンドスタンド取付用台取付用台取付用台取付用台をををを本体本体本体本体のののの下下下下からからからから取取取取りりりり出出出出すすすす 
 

スタンド取付け台に使用 
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組組組組みみみみ立立立立てるてるてるてる (大人二人大人二人大人二人大人二人でででで組組組組みみみみ立立立立ててくださいててくださいててくださいててください) 

本体本体本体本体をををを図図図図のようにのようにのようにのように立立立立てるてるてるてる 6 
スタンドの組み立て確認後、支柱を持ち本体を立て
ます。 
 
� 本体は静かに立ててください。 
� 本体を立てたときに、スタンドが電源コードを踏
まないようにしてください。 

� 本体を立ててから、保護ビニールをはずしてくだ
さい。 

7 部品部品部品部品＃＃＃＃４４４４のののの手手手手スリスリスリスリをををを取付取付取付取付けるけるけるける    
＃６のボルトに＃８のスプリングワッシャーを入れ
図の様に左右の手スリに入れ、手で仮じめする。

 

 

8 部品部品部品部品＃＃＃＃３３３３のののの前手前手前手前手スリスリスリスリをををを取付取付取付取付けるけるけるける    
＃７のボルトに#9 のスプリングワッシャーを入れ図の
様に手で仮じめます。 
 
 
� 仮仮仮仮じめしたじめしたじめしたじめした＃＃＃＃４４４４のののの手手手手スリスリスリスリとととと＃＃＃＃３３３３のののの前手前手前手前手スリスリスリスリをををを＃＃＃＃１３１３１３１３

ののののレンチレンチレンチレンチとととと＃＃＃＃１４１４１４１４ののののＬＬＬＬ型型型型レンチレンチレンチレンチでででで固定固定固定固定するするするする。。。。 

9 コントロールコントロールコントロールコントロール    ユニットユニットユニットユニットのののの取付取付取付取付    

� センサーコードを前手スリの上を通してから、＃２の
コントロール ユニットを図の様にのせる。 

 
� ＃５のネジを⊕ ドライバで＃４の手スリの下から入れ

固定する。 
 
 
 
 
 
 
� センサーコードのジャックを＃２のコントロール ユ
ニットの裏側にあるジャックホルダーに接続する。 

 

 

低い穴 

低い穴 

側チャンネル 側チャンネル 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
緊  

コントロールコントロールコントロールコントロール ユニットユニットユニットユニットのみかたのみかたのみかたのみかた 
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«カロリー»

おおよその消費カロリーを１キロ
カロリー単位で表示。（0 ~ 999Kcal）
( 999Kcal を越えると 0Kal に戻りカ
ウントを継続 ) 
 

«時間»

運動時間を秒単位で表示。
00分 00秒 ~ 99分 59秒 
( 99分 59秒経つと走行ベルト
が止まります。) 
 

«速度»

時速を 0.1km単位で表示。 
( 0.5 ~ 13.0Km/hまで表示します。) 
 

«距離»

走行距離の経過を 0.01Km単位で表示。
0.01 ~ 99.9Km単位で表示します。 
( 99.9Kmを越えると 0.00Kmに戻りカウ
ントを継続 ) 
 

緊急停止用安全緊急停止用安全緊急停止用安全緊急停止用安全キーキーキーキー 
このキーが入っていないと
電源 POWERは入りません

各ボタンの説明
� モードボタン   …  時間･距離の設定�切換えをします。 
                     運動中の速度(スピード)を見る時に押します。    
� ストップボタン …  一時的に中断する時に押します。再スタートの時には、�プラスボタンを押します。
                    《設定した時間�距離は記憶してますが、速度は 0.5kmからの再スタートです。 

�プラスボタンで速度を上げてください。》  
� �プラスボタン  … 目標時間/距離の増加および速度アップに使います。 

《注意》時間時間時間時間/距離距離距離距離をををを設定設定設定設定しないしないしないしない場合場合場合場合、、、、�プラスボタンプラスボタンプラスボタンプラスボタンをををを押押押押すとすとすとすと 
約約約約５５５５秒後秒後秒後秒後にににに走行走行走行走行ベルトベルトベルトベルトがががが動動動動きますきますきますきます。。。。                     

� ▬マイナスボタン … 目標値の減少および速度ダウンに使います。  
� 安全キー        … 安全キーは緊急の場合、停止をするためのキーです。 
                     キーがはずれると走行ベルトは、自動的に止まります。 
 

モードモードモードモードボタン マイナスマイナスマイナスマイナスボタン プラスプラスプラスプラスボタン

  

ストップストップストップストップボタン 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＡＣ１００Ｖ１５Ａ単独にて 

＊ 延長コードを使用する場合は、３メートル以内 

１５００Ｗ（ワット）の物を使用してください。 
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ヘルスジョガーヘルスジョガーヘルスジョガーヘルスジョガーについてについてについてについて 

�ゆっくりゆっくりゆっくりゆっくり歩歩歩歩きのきのきのきのトレーニングトレーニングトレーニングトレーニングからからからから軽軽軽軽いいいいジョギングジョギングジョギングジョギングまでできますまでできますまでできますまでできます 
 
本機は 0.5Km/Hという超低速から 13Km/Hまで速度を設定することができます。お年寄りなどゆっくり歩きたい 
かたから軽いジョギングをご希望のかたまでお使いになれます。 
 

�３３３３段階段階段階段階のののの傾斜角度傾斜角度傾斜角度傾斜角度ででででトレーニングトレーニングトレーニングトレーニングできますできますできますできます 
 
約０度、約１度、約２度の３段階の上り坂傾斜で、ご自分の体力に合わせてトレーニングができます。 

トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングのののの前前前前にににに確認確認確認確認することすることすることすること 
トレーニングをはじめる前に次のことを確認します。 
(日常のトレーニング前にも以下の手順で点検をおこなってください。) 
�安全キーが取り付けられているか確認します。 
�走行ベルトが動くか確認します。 

�電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを入入入入れれれれ、、、、表示表示表示表示がががが見見見見えるかえるかえるかえるか確認確認確認確認するするするする 

1 アースアースアースアースをををを取取取取りりりり付付付付けるけるけるける 
安全にご使用いただくためにアースは必ず取り付けくだ
さい。 

�電源コンセントにアース端子がある場合 
  付属のアース線の端子を確実に取り付けます。 
�アース線を接続するときは電源スイッチを必ず切り、電
源プラグをコンセントから抜いてください。 

�電源コンセントにアース端子がない場合 
  お買い上げの販売店、電気工事店にご相談ください。
  (第３種接地工事�有料) 

2 電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグををををコンセントコンセントコンセントコンセントにににに差差差差しししし込込込込むむむむ 

3 電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをいれるをいれるをいれるをいれる 
�電源スイッチは足もと歩行デッキの前面にあります。
�安全キーが正しくセットされているか確認 

 

 

ブレーカー 電源スイッチ

電源コード 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングのののの前前前前にににに確認確認確認確認することすることすることすること 

ごごごご
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安全キーがリミットスイッチで固定されます。 

�サイドレールサイドレールサイドレールサイドレールにににに立立立立ちちちち、、、、安全安全安全安全キーキーキーキーをををを取取取取りりりり付付付付けるけるけるける 

1 安全安全安全安全キーキーキーキーをををを安全安全安全安全キーポートキーポートキーポートキーポートにににに入入入入れるれるれるれる 

2 トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングをはじめるときにをはじめるときにをはじめるときにをはじめるときに、、、、安全安全安全安全
キーキーキーキーののののクリップクリップクリップクリップをををを衣服衣服衣服衣服などになどになどになどに付付付付けるけるけるける 
� トレーニング中は安全のために必ず身につけてく
ださい。 

� ゆるみの大きい衣服に付けていると緊急時に安全
キーがはずれません。なるべくゆるみの少ない部
位にクリップを付けてください。 

 

安全キーが安全キーポートに付いていない
と、本体は動きません。  
トレーニング中に誤って転倒したり、ベルトから落
ちたときのケガを防ぐため安全キーがはずれると、
ベルトの回転が止まります。 

1 ３３３３つのつのつのつの窓窓窓窓にににに００００がががが点灯点灯点灯点灯していることをしていることをしていることをしていることを確認確認確認確認するするするする 

2 ベルトベルトベルトベルトをををを動動動動かしてかしてかしてかして歩行歩行歩行歩行してみるしてみるしてみるしてみる 

ボタンを１度押すと、ピー音の後にベルトが動き出します。

本機は、出荷時荷ベルトの片寄りと張り具合を調整していますので、ご購入直後に調整する必要はあ
りません。 
お使いになるうちにベルトの片寄りや滑りを感じたら、調整してください。 
 
 ベルトベルトベルトベルトがががが片寄片寄片寄片寄ってってってって、、、、歩歩歩歩行行行行しにくいときしにくいときしにくいときしにくいとき

ベルトベルトベルトベルトがががが片滑片滑片滑片滑ってってってって、、、、歩行歩行歩行歩行しにくいときしにくいときしにくいときしにくいとき

ベルトの片寄りを調整してください。

ベルトの張り具合を調整してください。

確認確認確認確認がががが終終終終わったらわったらわったらわったら、、、、ベルトベルトベルトベルトをををを止止止止めめめめ電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを切切切切るるるる 3 
ボタンを押します。ベルトの速度は止まります。安全キーを取りはずしベルトから降り電源スイッ
チを切ります。 

これでこれでこれでこれでトレーニングトレーニングトレーニングトレーニングをはじめるをはじめるをはじめるをはじめる準備準備準備準備ができましたができましたができましたができました 

�ベルトベルトベルトベルトがががが動動動動くかくかくかくか確認確認確認確認するするするする 

 

 



 

ごごごご
使
用
使
用
使
用
使
用
のののの
前前前前
にににに      

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
のののの
服
装
服
装
服
装
服
装 

12

トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングのののの服装服装服装服装 

�運動運動運動運動にににに適適適適したしたしたした服装服装服装服装ででででトレーニングトレーニングトレーニングトレーニングををををしてくださいしてくださいしてくださいしてください 

1 服装服装服装服装、、、、身身身身なりをなりをなりをなりを整整整整えるえるえるえる 
運動に適した服装をしてください。 
また、ひも類のない服装にしてください。 
長い髪の毛は束ねてください。 
�転倒したとき、髪の毛などがベルトに巻き込まれるとケガの恐
れがあります。 

 

2 
トレーニングの前に準備運動を、終わった後には整理運動をし
ましょう 
�トレーニングの前と後の準備�整理運動(ストレッチ)は、筋肉の
緊張をほぐし、筋肉疲労を早く回復させます。細く長く息を
吐きながら、下図を参考にしてストレッチをしましょう。 

 

準備準備準備準備 ���� 整理運動整理運動整理運動整理運動をするをするをするをする 

歩行しやすい運動靴

ひも類のない服装 

長い髪の毛は束ねる

肩と体側のストレッチ 股関節のストレッチ 太股のストレッチ ふくらはぎのストレッチ



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

正正正正しいしいしいしい歩歩歩歩きききき方方方方 

ごごごご
使
用
使
用
使
用
使
用
のののの
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背筋を伸ばし、ベルトの中央で歩きます。前か
がみにならないように、前をまっすぐ見ながら
歩きます 

�正正正正しいしいしいしい歩歩歩歩きききき方方方方ののののポイントポイントポイントポイントをををを参考参考参考参考にしてにしてにしてにして、、、、効果的効果的効果的効果的ななななトレーニングトレーニングトレーニングトレーニングをしましょうをしましょうをしましょうをしましょう。。。。

1 正正正正しいしいしいしい姿勢姿勢姿勢姿勢 

2 手足手足手足手足のののの動動動動かしかたかしかたかしかたかしかた 

手 : 
  慣れるまではハンドルを握って歩行してくだ
さい。 
慣れてきたら、歩行するリズムに合わせて軽
く振ります。 

 
足 : 
  やや歩幅を広めにとり、かかとから着地し、
足裏全体に重心をかけ、最後は足の指先を立
てるようにして歩きます。 
ベルトの速さに合わせて歩きます。 

�次次次次のようなのようなのようなのような歩歩歩歩きききき方方方方はしないでくださいはしないでくださいはしないでくださいはしないでください。。。。機器機器機器機器のののの故障故障故障故障のののの原因原因原因原因になりますになりますになりますになります。。。。 

つっぱり歩き : 
両手でハンドルを握り、両足で
ベルトにつっぱり、ベルトの動
きに逆行する歩き方 
一時的にベルトに大きな負荷
がかかり故障の原因になりま
す。 

はし歩き : 
ベルトの左右、どちらかのはし側
ばかり歩く歩き方 
ベルトの片寄りの原因になりま
す。 
 

蹴り歩き : 
ベルトの速度よりも速い歩き方
一時的にベルトに大きな負荷が
かかり故障の原因になります。 

 

ベルトの中央で歩きます 
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トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングのののの方法方法方法方法 

�トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングにににに適適適適したしたしたした服装服装服装服装についてはについてはについてはについては          12ページページページページ 

ブレーカー 電源スイッチ

電源コード 

使使使使
いいいい
方方方方 
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法
方
法

����

1 

2 

3 

4 

5 

背筋をのばし正しい姿勢をとる 
『注意』ベルトの上には立たない 

【約３秒ピーと音が鳴ります】 
安全キーのクリップを衣服などに付けます。 

準備運動準備運動準備運動準備運動するするするする
ストレッチなどで体を慣ら 
してからはじめる 

電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを 
コンセントコンセントコンセントコンセントにににに差差差差しししし込込込込むむむむ

電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを入入入入れるれるれるれる

サイドレールに立ちます 

安全安全安全安全キーキーキーキーをををを装着装着装着装着するするするする



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングのののの方法方法方法方法 
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9 

8

7

6 

整理運動整理運動整理運動整理運動をするをするをするをする

電源電源電源電源プラグプラグプラグプラグをををを
コンセントコンセントコンセントコンセントからからからから抜抜抜抜くくくく 

電源電源電源電源スイッチスイッチスイッチスイッチをををを切切切切るるるる 

トレーニングトレーニングトレーニングトレーニングのののの終終終終わりわりわりわり 
マイナスボタンを押し走行ベルトが
停止したら、 
安全キーのクリップを衣服からはず
す。

ストレッチなどで体を整えて終わるようにしてください。

『簡単トレーニング操作』  
�プラスボタンを１回押す 
速度が 0.5km表示され約 3 ~ 5秒
後に走行ベルトが動きます。 
【重要】走行ベルトが動きだし
てからベルトの中央に乗りベ
ルトのスピードにあわせて正
しい姿勢で歩いてください。 
 
�プラスボタンを押しご自分のペースに合った速度でトレーニングしてください 
(マイナスボタンを押すと、速度が下がります。) 
速度が 0.5km表示され約 3 ~ 5秒後に走行ベルトが動きます。 
【重要】速度/距離の表示 
プラスボタンで速度を上げ走行ベルトが動き出してから約５秒で距離の表示となります。 
速度を見たい時には、モードボタンを押すと速度が約５秒表示します。 
� 安全のため１~２分は低速で歩いてください。 
正しい歩き方については �１３ページ 

トレートレートレートレーニングニングニングニングをはじめをはじめをはじめをはじめ
るるるる
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時間時間時間時間����距離距離距離距離をををを設定設定設定設定してしてしてしてトレーニングトレーニングトレーニングトレーニング 

1.) 準備運動する 
2.) 電源プラグをコンセントに差し込む 
3.) 電源スイッチを入れる 
4.) ベルトのサイドレールに立ち、正し姿勢をとる 
5.) 安全キーを装着する 

使使使使
いいいい
方方方方 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
のののの
方
法
方
法
方
法
方
法

ボタンボタンボタンボタンをををを押押押押しししし、、、、時間時間時間時間をををを選選選選ぶぶぶぶ 
 

●●●●目標時間目標時間目標時間目標時間をををを設定設定設定設定するするするする         設定範囲 ： 00分 00秒 ~ 99分 00秒(1分単位) 

 
ボタンボタンボタンボタンをををを押押押押すすすす 

目標時間 ： 「00 : 00」が点滅します

 

目標時間変更   ボタンボタンボタンボタンをををを押押押押しししし、、、、 

 
目標時間目標時間目標時間目標時間をををを入力入力入力入力するするするする 

 

●●●●おおおお好好好好みなのみなのみなのみなの速度速度速度速度をををを設定設定設定設定するするするする     設定範囲 ： 0.5 ~ 13km/h(0.1km/h単位)

目標値目標値目標値目標値をををを入力入力入力入力するするするする 

━ 速度変更 ━   ボタンボタンボタンボタンをををを押押押押しししし、、、、 

  
� 安全のため分位いは低速で歩いてください。 

≪注意≫走行ベルトが動きたしてからベルトの中央に守って正しい姿勢でトレーニングをしてください。

� トレーニングがはじまるとカウントダウンし
ています。 

� 0 分に設定するとトレーニング時間を 99 分 99
秒までカウントアップしていきます。99 分 99
秒経つと自動的にトレーニングを終了します。

ボタンボタンボタンボタンをををを二回押二回押二回押二回押すとすとすとすと、、、、 

目標時間目標時間目標時間目標時間がががが確定確定確定確定するするするする 
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収
納
収
納
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歩行歩行歩行歩行デッキデッキデッキデッキのののの傾斜角度調整傾斜角度調整傾斜角度調整傾斜角度調整����収納収納収納収納 

本機を使用しないときは、お子様が触れないように注意して下さい。 
本機は、別の用途に使用しないで下さい。 

���� 折折折折りたたみかたりたたみかたりたたみかたりたたみかた       電源プラグはコンセントから抜いてありますか？ 

���� 移動移動移動移動のしかたのしかたのしかたのしかた        歩行デッキはロッククリップで、固定されていますか？ 

本機本機本機本機をををを手前手前手前手前にににに傾傾傾傾けるけるけるける 1 
片足を移動用車輪にかけ、ハンドル
の手前彎曲部を持ち傾けます。 

ハンドルを両手で持ち、前方に押しなが
ら、移動用車輪を転がして移動します。

移動用車輪移動用車輪移動用車輪移動用車輪をををを転転転転がしてがしてがしてがして移動移動移動移動するするするする 2 
足で支えてください。 
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�折りたたみ時の注意 
歩行部歩行部歩行部歩行部をををを折折折折りたたみりたたみりたたみりたたみ、、、、ロッククリプロッククリプロッククリプロッククリプでででで固定固定固定固定。。。。
 
歩行部を折りたたむ時は、両手で歩行部の後側
プラスチックの所を持ち、支柱の方へ起こして
ください。カチッと音がして固定されます。 
�カチッと音がするまでは、絶対に手を 
 離さないでください。 
 
�おろす時の注意 
左手で歩行部の後側プラスチック部を持ち、 
右手でロックを、解除してください。 
両手で、ゆっくりと床につくようにおろします。

 

���� 傾斜角度傾斜角度傾斜角度傾斜角度のののの調整調整調整調整  本機の歩行部は、約 0度。約 1度。約 2度に角度の調整ができま

 
約１度 約０度 約 2度 



 おおおお手入手入手入手入れとれとれとれと整備整備整備整備 

おおおお
手
入
手
入
手
入
手
入
れ
と
れ
と
れ
と
れ
と
整
備
整
備
整
備
整
備  

修理修理修理修理、、、、清掃清掃清掃清掃をするをするをするをする前前前前にににに必必必必ずずずず電源電源電源電源コンセントコンセントコンセントコンセントをををを抜抜抜抜いてくださいいてくださいいてくださいいてください。。。。 

走行板や走行ベルトが汚れると、摩擦が増大して本来の性能を維持できなくなりますので、定期的に清
掃を行ってください。 
（イ）走行板 ― やわらかい乾いた布で走行板の上�走行ベルトの裏のホコリやシリコンのカスを拭き

とってください。その後シリコンを板中央部に噴霧してください。 
 
 
（ロ）本体やフレームの汚れは布に石鹸水を含ませ、よく絞って拭き取り、そのあと乾いた布でよく

拭き取ってください。シンナー、ベンジン、ガソリン、磨き粉などで拭かないでください。内
部が故障したり、プラスチックや金属部分の変質、ひび割れなどの原因になります。とくに金
属部分についた汗は乾いた布でよく拭き取ってください。サビが出たり塗装がはがれる原因と
なります。 

（ハ）モーターカバー内のホコリも 2～3ヶ月に 1度モーターカバーをプラスのドライバーで開けで、
モーターや IC 基盤に付いたホコリを掃除機で取ってください。（基盤の配線の接続ゆるみがな
いか確認してください。：指で配線を押えてください） 

警告警告警告警告  

ベ本製品は工場出荷時、走行面に潤滑剤が噴霧されております。 
ししかし、ご使用されるにつれ走行板表面�走行ベルト裏が乾燥又は汚れてくると摩擦が増大して本来
の性能を維持できなくなりますので定期的に、清掃と潤滑剤の噴霧が必要になります。 
季季節�ご使用頻度�お部屋の環境�温度�湿度�ご使用者の体重�蹴り方等によって異なりますのでご使
用条件に合わせて清掃及び潤滑剤の噴霧をお願い致します。 

《《《《おおおお手入手入手入手入れれれれ》》》》 

重重重重 要要要要 

走行板走行板走行板走行板のののの潤滑方法潤滑方法潤滑方法潤滑方法

����  歩行面歩行面歩行面歩行面のののの潤滑潤滑潤滑潤滑 

����  歩行面歩行面歩行面歩行面のののの清掃清掃清掃清掃とととと潤滑剤潤滑剤潤滑剤潤滑剤（（（（シリコンスプレーシリコンスプレーシリコンスプレーシリコンスプレー））））のののの噴霧方法噴霧方法噴霧方法噴霧方法 
ベ走行ベルトを持ち上げ板の表面とベルトの裏側をきれいに拭いてください。 
拭�拭き取りにくい場合は走行ベルトを弛めてください。ベルトの張り調整方法参照 
走走行ベルトの端を持ち上げ潤滑剤を走行板表面に（歩行する位置全体�できるだけ中央部奥の方）左
右両側から噴霧してください。 

１１箇所の噴霧時間は 4～5秒ぐらいが適当ですが、乾燥の度合いにより量を調整してください。 
ベ潤滑剤（シリコン）の噴霧目安 
拭� ご使用後に走行板表面（中央部）を手で触れてみてどの程度乾燥しているかを確認する。 
は   はじめの１週間毎日確認していただき目安の噴霧日数を決める。 
ベ標準の噴霧目安（家庭にて使用の場合）１週間以上使用しない場合使用前に必ず噴霧してください。
拭Ａ  毎日 5～30分ご使用の場合 ………………….. 4～5日使用前に噴霧する。 
Ｂ  毎日 30分以上ご使用の場合 ………………… 2～3日使用前に噴霧する。 
Ｃ  毎日 60分以上ご使用の場合 ………………… 毎回使用前に噴霧する。 

ベ潤滑剤を多量に噴霧するとマシンの機能に
かえって悪影響を与えます。粘りつくほど噴
霧しないでください。粘りついた場合はペー
パータオル等で拭きとってください。 

注注注注 意意意意 

� 潤滑剤（シリコンスプレー）がなくなった場合はお近くのホームセンター等でお求めください。 
<ミシン�編機の道糸記入の物。> 

� ＫＵＲＥ556�ＣＲＣ等はべとついて、ゴミが付着しやすいため、かえって滑りを悪くしますのでご
使用しないでください。 
モーターカバー内の電気部品及び金属部分に水滴等が付着しないようにしてください。 

�  整備をしていただくことにより製品の寿命も長くなります。 18
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走行走行走行走行ベルトベルトベルトベルト調整方法調整方法調整方法調整方法 

走行ベルトの張りは、製造工程で適切に調整して出荷していますが、輸送中や平らでない場所での使
用、また使用者の歩き方によってずれたり、長期間の使用によってのびたりすることが洗います。 
エクササイズの前には必ずベルトの走行状態を確認し、もし左右のずれやのびがあれば以下の手順に
そって走行ベルトの調整を実施してください。 

 

 

 《《《《ベルトベルトベルトベルトがががが左右左右左右左右どちらかにずれているどちらかにずれているどちらかにずれているどちらかにずれている場合場合場合場合》》》》 《《《《走行走行走行走行ベルトベルトベルトベルトがすべるがすべるがすべるがすべる（（（（スリップスリップスリップスリップするするするする））））場合場合場合場合》》》》

約 2~3kmの速度で調整してください。 
( 初めは乗らないでください。) 
 
走行ベルトが中央部分にもどり、約 30 秒間
その状態が続いていればベルトのかたよ
り調節は必要ありません。もしベルトが左
右ずれたままの場合は、すぐに適切な調節
をおこなってください。 

1 
 
 

2 

1

2

3

4

走行板及び走行ベルト裏のよごれをよく拭
き取って、走行板中央部にシリコンを噴霧
をしてください。 
 
付属の六角レンチを使って、左右両側の後
部ローラーの調整ボルトを、右回し(時計回
り)1/4回転ずつまわしベルトを均等に張っ
てください。 
 
再び乗って走行してベルトの張り具合をチェ
ックしてみてください。そして前項の 1~4
の左右の位置の調整をおこなってくださ
い。 

モモーターＶベルトの調節 
走走行ベルトを調節しても、走行ベルトがす
べるようでしたら、モーターのＶベルトの
ゆるみが考えられます。 

モモーターカバーを開けて、モーターを取り
付けてあるボルト、ナットをゆるめ、モー
ターを少し移動して、Ｖベルトの張り調節
してください。（モーター取り付けボルト、
ナットはしっかり締めてください。） 

モ過度に走行ベルトを張りすぎないで
ください。ベルトの破損や前後ローラ
ーのベアリングをいためる原因にな
ります。走行ベルトの張り具合はベル
トの中央部を（左右）持ち上げて
5~7cmが目安です。歩き方に個人差が
ありますので微調整をお願いします。

走走行ベルトは消耗品となりますので
必ず適切な調整をおこなってくださ
い。 

 注意 

3 

4 

ベベルトが右側にかたよっている場合は、付属
の六角レンチを使って、右側の後部ローラー
の調整ボルトを、右回し（時計回り）に 1/4
回転、左側を左回し（反時計回り）に 1/4 回
転させてください。 

ベベルトが左側にかたよっている場合は、逆に
左の後部ローラーの調整ボルトを、右回し
（時計回り）に 1/4 回転、右側を左回し（反
時計回り）に 1/4回転させてください。 

注意  

 モ一度に 1/4回転より大きくレンチを回
さないでください。 

ベ調節した後 15 秒位いでベルトが中心の位置
にならない場合、3 番の手順を繰り返しして
ください。 

走行ベルトが右にずれた状態 
（六角レンチを使用してください。） 
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トラブルトラブルトラブルトラブルがおきたらがおきたらがおきたらがおきたら 

トラブル チェックポイント 対     処 

� 走行ベルトが動かない。 
 
 
○ タコ足配線はヤメてください。 
 

 
○ コンセントに AC100V15ANの容 
量はありますか？ 

 

� 電源コートが差し込まれてい
るか？ 

� 非常停止キーが正確にセット
されているか？ 

� 本体フレームの電源をオンに
してください。 

� その他電気配線の接続不良？
� 容量不十分の延長コード 
 

� 電源プラグをコンセントにし
っかり差し込んでください。 

� 非常停止キーを奥までいれて
ください。 

� 本体フレームの電源はオンに
なっていますか？ 

� 配線の接続(スイッチ部等)し
てください。 

� 直接電源を取る。 

� ランイング中につんのめった
り、ベルトが止まったような感
じがする。 

 

� 走行ベルトにゴミやホコリを
巻き込んでいませんか？ 

� 走行ベルトとボードの間の潤
滑油が乾いていませんか？ 

� 走行ベルトの張り具合が一応
でない。 

 

� ベルトを規定の張りに調整し
てください。 

� 専用の潤滑油を塗布してくだ
さい。 

(シリコン液ドライタイプを使用)
� 走行ベルト張り調整 

� 走行ベルトが走行板の中心か
らずれている。 

� 走行ベルトの張り具合が一応
でない。 

� 走行ベルトの位置調整。 
 

� 本体の下に黒いものが落ちて
いる。 

� マシンの下を周期的に掃除機
をかける。 

� 走行ベルトが使用になじんで
きた。 

� 本体から音がする。 � 止めネジの緩み。 � 止めネジを締め直す。 

� スピード調整がきかない。 
 

� スピード調整部分が壊れてい
る。 

� 制御回路の故障または断線。

� スピード調整部分に異常がな
いか確認。 

� 販売店へ連絡。(部品交換) 

� 非常停止がきかない。 � 制御回路の故障または断線。 � 販売店へ連絡。 

� 電源コードの確認。(部品交換)
� ＩＣ基盤の電線を確認。(部品
交換) 

� 再整備をする。 
� ヒューズ交換。 

� 電源が入らない。 
 

� 電源コードが断線している。
� ＩＣ基盤の電線接触が悪い。
● サーキットブレーカー 
� ヒューズが切れている。 
 

� メーター表示がでない。 
 

� 非常停止キーが正確にセット
されているか？ 

� メーターの距離スピード表示
をしない。 

 
 

� 非常停止キーを奥まで入れて
ください。 

� モーターカバー内センサー部
分の接続を確認してください。

 

☆ 走行ベルトが走行板の中心に調整されてない場合は、ベルトを損傷しトラブルの原因にな
りますのでご注意ください。 

 
※  走行ベルトは消耗品のため、保守点検を必ず行ってください。 
 

 
注意 
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� トラブルトラブルトラブルトラブルがおきたらがおきたらがおきたらがおきたら 

こんなとき 考えられる原因 直しかた 

� トレーニング中に
ベルトがよく止ま
るようになった。 

 
 

� お手入れ不足 
� シリコン不足 
 

�お手入れをしてください。 
�走行ベルトの裏、走行板の 
上のゴミホコリ他をきれいに 

 ふき取り、シリコンを噴霧する。 

 
 
� トレーニング中の
音が異常に大き
い。 

 

� ネジなどの締め付けがゆるい 
 

� 再度、ネジなどを締め付けてくださ
い。 

� トレーニング中に
ベルトが止まる。 

 

� もう一度電源スイッチを入れ直してください。 
� それでも止まる場合は、過電流の流れたか、電圧不足なるいは故障が考えらレ
ます。(問合わせ下さい。) 

 

� トレーニングスタ
ート時、終了時に
ベルトが鳴る。 

 

� ベルトと足、もしくはベルトと歩行
デッキの間で発生する「ギュッ」と
いう音がする。 

 

� 故障ではありません 
ベルトのすべりを良くし、ベルトの寿
命を延ばすために歩行デッキにシリコ
ンオイルを塗布しており、その摩擦音
です。 

� スタートするとラ
ジオなどに雑音が
入る。 

 

� モーターなどから発生する電気的な
ノイズの影響を受ける。 

 

� 電源プラグを本機とは異なるコンセ
ントに接続してください。 

� また、ラジオなどの機器を本機から
遠ざけてください。 

 

 
 
� 電源スイッチを入
れても表示ユニッ
トに何も表示しな
い。 

 

� 電源プラグがコンセントにしっかり
と接続されていない。 
安全キーがはずれている。 

� 電源スイッチを切って、電源プラグ
をコンセントにしっかりと接続して
ください。 

� ベルトが片寄っている。 
 

� ベルトの調整をしてください。 
 

おかしいなおかしいなおかしいなおかしいな？？？？とととと思思思思ったらったらったらったら 
こんなとき 考えられる原因 直しかた 

� ブレーカが切れている。 
(ブレーカが切れていると、ブレーカの
ボタンが飛び出しています。) 

� 電源スイッチを切って、ブレーカの
ボタンを押してください。 

 

� 走行ベルトの寿命について 
 
:走行ベルトは消耗品です。 
ご使用になるうちに徐々にベルトの裏面などが消耗(劣化)します。 
消耗するとベルトと歩行デッキの摩擦が大きくなり、モーターにかかる負荷が増えて、安全装置が作動し
やすくなりベルトが停止します。そのような場合には、ベルトのお取り替え(有償)をおすすめします。ご
用命はご購入店もしくは、までご連絡ください。お取替えはそれほど難しくありません。 
出張修理となりますと、交換部品代のほかに作業技術料、交通費など諸費用が必要です。 
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名 称  ヘルスジョガー 

形 式 HJ-3511 

電 源 AC100V.  50/60Hz.  

傾 斜 角 度 約 0度、1度、2度 ( 手動式 ) 

設 定 速 度 約 0.5 ～ 13.0Km/h 

時 間 0分 00秒 ～ 99分 59秒 
( 99分 59秒経つと走行ベルトが止まります。) 

距 離 0.00 ～ 99.9Km 
( 99.9Kmを越えると 0.00Kmに戻りカウントを継続) 

消 費 カ ロ リ ー 0 ～ 999kcal 
( 999 kcalを越えると 0 kcalに戻りカウントを継続) 

緊急停止用安全キー リミットスイッチ 

走 行 面 寸 法 幅約 405 x 長さ約 1160mm 

外 形 寸 法 使用時 ：幅約 730 x 長さ約 1590 x 高さ約 1335mm 
収納時 ：幅約 730 x 長さ約 700 x 高さ約 1500mm 

質 量 約 55Kg(本体のみ) 

最 大 使 用 体 重 110Kgまで 

使 用 環 境 温 湿 度 +10 ～ 35度 C : 30 ～ 80%RH 

保 存 環 境 温 湿 度 10 ～ +50度 C : 20 ～ 90%RH 

運動目標設定機能 
【カウントダウン】 

時間：1分 00秒～99分 00秒(目標時間に達したとき、走行ベルトが止まります。)
距離：0.5Km ～ 99.5Km (目標時間に達したとき、走行ベルトが止まります。) 

ア ラ ー ム 機 能 コントロールユニットにランプが点灯したとき。 
運動目標数値に達する５秒前から終了時まで。 

使 用 モ ー タ DC90V、1.25HP(ピーク時 2.0HP) 

収 納 折りたたみ式収納【自立型】 

付 属 品 六角レンチ、レンチ、安全キー、シリコン缶、取扱説明書(品質保証書付き) 

� お断りなく仕様を変更する場合がありますのでご了承ください。 


